





土地調?事業研究通訊 = Comparative Study of Cadastral
























































  スリランカの大学に 65 年から４年近く留学した。ある村に調査に入り、「村の境界は 
  どこですか」と村人に尋ねた。村人は「村は自分の声が届くところまで」と、「フー」 
  と大きな声を出した。「あなたが村の中心か」「そうだ」。声は農作業などに人手が欲し 
  いという合図で、聞こえた人が来てくれる。誰かの声が聞こえると自分が行く。各人 
  が村の中心で、村の境界は何重もあるということになる。「境界を一つにしてよそ者を 
  排除する、という発想がない」と驚いた。（中村尚司「スリランカと私」『朝日新聞』 





































 片山氏が示した 1930 年代半ばの事象は、その後の日中戦争から中華人民共和国への流れ
の中にどう位置づけられるであろうか。困難は多いであろうが、今後の氏の仕事に大いに
期待したいと思う。 
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